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れらの二つの事業は密接に関係しており,まず①

の研修会(於,ワシントン)において,各州から

選抜された幼・小・中・高校の教員が,1ヵ月近

く地理学と地理教育研究に関する集中研修を受け

る。次に,研修を終えた彼らが自州にもどり,①

の州レベルで,他の教員の指導・助言を行うとい

うシステムになっている。これらの事業の財源は,

全米地理学協会の教育財団を中心として科学教育

復興財団や州の教育庁よりの支援などでほとんど

まかなわれ,現職教員の負担はほとんどかからな

いようになっている。2)また,研修会に参加した

教員については,大学の単位認定が与えられ,将

来の管理職昇任への一つの実績づくりにも役立っ

ている。現在(91年秋) . 41州の州がこの運動に

参加しており,ほぼ全米レベルで,毎年,夏期研

修会が実施されているという形になっている。全

米レベルの情報交換のために,『UPDATE』

という季刊の小冊子が発行(約三万部)され,さ

らに州レベルでは中心的なAlliance

Coordinators (アライアンスコーディネーター)

の発行によりニューズレターが各教員に配布され

ている。筆者は,①の部分に当たる州別の研修会

に191年夏期に参加したので,以下にそのスケジュー

ルと内容について紹介したい。
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I はじめに

筆者は, 1990年度文部省在外研究員(長期)と

して, 1991年3月25日より92年1月23日まで,ア

メリカ合衆国ミネソタ大学カリキュラム教材研究

センターに籍を置き,日米の地理教育の比較研究

を行ってきた。本稿は,研究の主目的の一つであ

る全米地理教育復興運動(Geographic Alliance

Network 1986~95年実施)の動向について紹介

したものである。すでに,アメリカ合衆国の地理

教育改革の動向に関しては,広島大学の中山修一

氏が,著書,『地理にめざめたアメリカ』(古今

書院, 1991年5月発行, 131ページ)の中でその

初期(1987年前後)の動向について詳細にまとめ

ているので,割愛するが,地理教育復興運動の中

核の一つである現職地理教員研修会の内容につい

ては,未だ紹介されていないので,本稿において

その概略を解説してみたい。

地理教育復興運動の多くのプログラムの中でも

①National Geographic Societyl)(全米地理学協

会)主催の夏期研修会と①各州別地理学連合ネッ

トワークの夏期研修会の二つは,基幹事業であり,

米国民の地理意識向上のためには,児童・生徒へ

の地理教育の強化を,そしてそのための最も効果

的な方法は,現職教員の再研修にあると位置づけ

る考え方に裏づけられたプロジェクトである。こ
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II ミネソタ州NGS地理教育夏期研修会のスケ

ジュールについて

筆者が参加したミネソタ州のNGS (National

Geographic Society)主催の研修会は,復興運

動の州内世話人であるDavid A. Lanegran教授

の勤めるセントポール市のマカレスター大学にお

いて,6月12日から28日に至る3週間にわたって

開催された。参加者の内訳は,次の通りである。

小学校教員20名,中学校教員11名,高校教員4名,

大学教員3名,計38名。これらの参加者を次の6

名の研修会スタッフ(前年までにワシントンで中

央研修を経験した教員)が指導・助言の役割とし

て世話した。 Jim Hanson (オルソン中学校),

Craig Hattam (リンコリン中学校),Ann

Hoehn(マラカ小学校幼稚園) , Mike Stacey

(セントラル中学校) , MaureenTrepp(アンダー

ソンオープンスクール)Jo Ann Trygested (ロー

ズマウント中学校)及び総括世話人として開催校

のマカレスター大学地理学教授Jerry

PitzlとDavid Lanegranカ1加わる形となった。筆

者は,上記スタッフの内,小学校教員の分科会を

世話したAnn Hoehn氏のグループに入り,以下

のスケジュールのほぼ全部の研修に参加した。

<1991年NGS GEOGRAPHY SUMMER

INSTITUTEの概要>

第1週 〔午前の部〕 〔午後の部〕

6 /12 参加者紹介

ビデオ視聴("探 現職教員によりグ

検への旅立ぢ) ループ討論とアイ

「我々はどこにい デア交換

るか?」の概念討

議, Pitzl教授の

講義(「社会科学,

社会科,そして地

理学」)

6 /13 Lanegran 教授の ミネソタ大Borch

講義(「地理学五 ert教授の講義

大テーマについて」) (「都市化地域に

,グループ討論と ついて-Twinシ

アイデアの交換 ティ」),パソコ

ン模擬授業

6/14 ミネアポリス・セントポール市域の一日

-194-

エクスカーション(指導Lanegran教授)

内容:民族集団ごとの居住形態見学,地

形,都市化,環境問題,歴史的建造物の

見学等。(チャーターバスによる。)

第2週マウンドビュー教 ビデオ視聴("N

6/17育委員会St. Peter G S児童ネットワー

女史の講義((教 グ),ワバシャ

師のための地理教 ケロッグ中学校Jill

育」),グループ Cook女史による

討論 コンピュータ租ソフ

トの実演

6 /18 マカレスター大C 共同学習について

olins氏によりク とコロプレス地図

リティカル思考法 をテーマにした討

の講義,グループ 論,ミネソタの社

討論とアイデア交 会科教育について

換 (社会科協議会W

argen氏の解説)

6 /19 " 人口動態"につ 午前の続き

いての把握と実際 グループ討論と教

的指導方法(人口 材化への意見交換

情報研究所Kim

Grews氏による紹

介

6/20 ミネソタ科学博物 ミネソタ大学地図

館学芸員Sue And 図書館及び地質・

erson氏による水 航空写真センター

文学関連の解説 訪問,夕食後,ソ

ピエトのスライド

上映会視聴

6/21 タンザユア大Sco ミネソタ地方テレ

tt教授による講義 ビ局解説員John

(「発展途上世界 Carlson氏による

の諸問題」),グ 解説(「ミネソタ

ループ討論 の地理解説番組制

作について」)

第3週

6 /24 南部ミネソタのエクスカーション(指導:

6 /25 Lonegran教授)内容:ミシシッピ川流

域の開発,インディアン地名,等高線耕

作と土壌保全,農家見学,化石採集,観

光開発と歴史的景観の保全,。りんご加工
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工場見学,廃墟と化した山地集落跡。

(チャーターバスによる。)

6/26地図の活用法につ メソバーによる教

いての解説,クルー 材研究発表と討論

プ討論

6/27モスクワペダゴジ メソバーによる教

カル大学Kondak 材研究発表と討論

ov教授による最

近のソビエト事情

の講義

6/28教材研究発表の続 記念写真撮影及び

き 研修会終了証書の

授与式

Ill 印象に残った二,三の研修内容

(1)地理学5大テーマの徹底

全米地理教育復興運動が当初から掲げていたキャッ

チフレーズは,複雑でつかみどころのない地理事

象を次の五つのテーマに分けて把握しようという

ことだ。その五つとは, Location (位置)一地

表面での位置, Place (場所)一自然的・人文的

特徴.Relationships within Places(場所内の人間

と環境の関係),Movement(移動)一地表にお

ける人々の相互作用, Regions (地域)-ど

のようにそれらは成り立ち変化してきたか,とい

う言葉であった。これらの五大テーマは,今回の

夏期研修会でも力強く唱えられた。研修会2回目

に開かれたマカレスタ大学地理学教室のラネグラ

ソ教授の講義も,始終このテーマをどう理解する

かに話の力点がおかれていた。講義内容の詳細に

ついては,別稿で改めて紹介したいが,全米地理

教育復興運動のバイブル的存在となった『地理教

育ガイドライン』1984年発行の立役者の一人でも

あるラネグラソ教授の主張は,簡潔で実にわかり

やすい内容であった。氏の五大テーマ発想のもと

となった論文は,『An Invitation to Geography.!1

1973年, Me Graw Hill Inc.発行の中に納められ

ている"Geography in Everyday Life" 日常生

活の中の地理学"という論文であるが,この冒頭

の表現「Where are you ?」(君はどこにいるの

か?)は,研修会のいたるところで耳にした言葉

でもあった。氏は,五大テーマの理解を一層促す

ために,研修会では,多くの地理写真を使い,写

真に写っている景観をどのテーマに担当するか,

例えば,中西部の耕作景観を指しては,「"

Relationships within Places" に当たる」,「古

い歴史的な都市は, Regionsの概念で理解する」

というように,複雑な地理事象を五つに分類して,

何が最も強くあらわれているか,を常に考えて指

導に当るべきだと唱えた。研修会参加者の内,小

学校教員は,社会科に関心はあるものの,必ずし

も専門領域とは言えず,最初はとまどいもみられ

たが,次第にテーマの意味を理解していったよう

である。研修会最後の懇親会席では,料理の並べ

られたテーブルを指しては,"Regions"と冗談

を述べるまでになったことが印象深い。

(2)"人口動態"の学習

研修会第2週目に開かれた人口情報研究所(ワ

シソトソD.C)の派遣講師による人口動態に関

する解説も筆者にとっては,印象深い研修内容で

あった。この研修は,詳細な世界の人口統計地図

の提示から初まった。ビデオにまとめられた有史

以来の各大陸の人口増加ドットマップは,西暦を

示す数字が19世紀を示す時点から急速に増え出し,

20世紀に至っては中国,アフリカ,インドに人口

のドットが集中し,さらに21世紀の時点まで予想

図示した点で,興味深い教材であった。参加者か

らは,人口増加にかかわる諸問題の多くが,ささ

やかれたし,アジア地域にとりわけ増加の極があ

ることをしっかりと認識できたようだった。人ロ

動態についての学習では,世界の国別人口統計表

が配布され,同時に番号札を各人がもらい,統計

表に記載されている国の人口ピラミッドを番号札

を持っている各人が作成するという学習を行った。

その結果,先進工業国と発展途上国とでは,人口

ピラミッドの形が大きく異なること,男女の人口

差や世代別の人口差が何をもたらすのか,様々な

地理的問題とかかわって重要な学習テーマになり

得ることが力説された。テキストとして,無料で

『Connections - Linking Population and

the Environment』生徒用と教師用書の二冊が配

布され,一層,人口学習の面白さを理解させる上

での有益な教材となった。このテキストの内容に
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ついても,機会を見て別稿で紹介したい。

(3)面白い分科会ごとの教材研究発表

マカレスター大学の地理学教室大講義室とその

周辺の四教室を会場にして,高校分科会,中学分

科会,小学校低・中学年分科会,高学年分科会の

4つに分かれて,グループ討論やアイデアの交換

などを持った。筆者は,小学校低・中学年分科会

に属し,ミネソタ州の小学校教師の教材研究発表

を参観した。その中で,比較的興味深かった内容

を三つ紹介したい。

一つは,スタッフの一人であるAnn Hoehn

(アソ・ホーエソ)教師の発表である。彼女の発

表は,幼稚園児にどのような地理的意識を育てる

かに力点がおかれていた。全米レベルにおいても

幼稚園レベルから地理教育の必要性を考える実践

者が少ない中で,彼女の方法は,実に実用的な教

材から入るやり方をとっていた。家具のおもちゃ

をセットでとり出し,幼稚園児に与え,ある一定

の枠の中に,どのように家具を配置したら,快適

な暮らしができるか,を考えさせるものであった。

また,配置が終わったらその上部に,透明シート

をかぶせ,上からのぞかせて,家具のおもちゃの

形と同じ四角や円の紙(色紙)を配置どおりに置

き直させる方法は,そのまま平面地図の読み取り

能力育成に発展できる優れた指導法であった。彼

女は,他にも多くの教材を開発しており,ミネソ

タ州の地理教育復興運動のメンバーとしても活躍

している。

二つ目は, Richard Cash (リチャード・キャッ

シュ)セントポール公立小学校教師による発表で

ある。彼の教材は,学校内におちているゴミであっ

た。校舎内や教室内にあらかじめ半ば意図的にゴ

ミを配置しておき,それを児童に拾わせる。その

後,ゴミのすてられていた場所の平面図を出し,

いくつかの場所ごとに分割し,ゴミの種類と数を

コロプレスマップの凡例を参考にして段階別表示

するというものであった。ゴミ拾いの児童役にさ

せられた我々は,楽しく教室内からゴミを袋に集

め,先生役の彼のところへ持っていった。そして,

一つ一つゴミ袋から興味深いゴミを取り出しては,

それが置いてあった場所(ゴミの捨て場所とゴミ

の種類との関係)との関連を丁寧に尋ねるのであ

る。例えば,パソコソ機器の近くで見つけた印字

用の紙くずや窓ぎわにおちていた木の葉,ゴミバ

ケツの近くに捨ててあったペプシコーラの空きカ

ソなどを指し,どうしてその場所にそういうゴミ

が置いてあるか?を考えるのである。ゴミの種類

別・数量別地図をOHPで作成しながら,分布の

意味について児童と共に考えるというものであっ

た。

三つ目は,5年生担当のセントポール市公立小

学校教師Marcia Thompson(マーシヤ・トソプ

ソソ)氏による発表である。彼女の発表内容は自

然地理的内容に関するもので,色々な雑誌類から

収集してきた景観写真類を配布し(多くはトラベ

ル雑誌),その中に写っている山地や植生,集落,

火山,溶岩流,港などを厚紙の台紙にアウトライ

ソ(景観要素ごとの外枠)写しとり,色紙をそれ

らの形に切りとって貼り重ねていくという方法で

あった。例えば,ある湾の美しい写真があると,

まず台紙に青い色の海を見立てた色紙を貼り付け

る。次に,湾の形を形どった陸地を茶色の色紙で

形どり貼り付ける。その上にさらに,港や建物の

集まっている地区の形を,最後に岬の林地や船の

形の色紙を貼り重ねるというものであった。つま

り,自然景観の上に人文景観が形成されていると

いう関係,五大テーマで言えば,場所内の関係を

示す内容であった。

このほかにも,ミネソタ州内の郷土地理学習の

進め方に関連して,各地域の観光案内をどのよう

なキャッチフレーズで行ったら一番,客がやって

くるか,絵や言葉でカラフルにポスターを仕上げ

させる学習や教室内の座席の位置学習から5平面

地図の読み取りをさせようとする伝統的なプラソ,

五大湖の湖岸から拾ってきた砂の中に入っている

様々な漂着物を分類させることから,湖岸の歴史

や地域の変遷をとらえさせようとする学習プラソ

などが提示され,アメリカ教師のユニークな教材

発想のいくつかを垣間見た思いがした。

IV 地理教員研修会に学ぶ点-わが国の現状

と比較して

今回ミネソタ州で開かれた1991年度夏期研修会
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に参加して,多くの刺激とヒントを得たが,その

中で最も印象づけられた点は,現場の教師たちが

実に生き生きとハードな日程の研修会に挑んで臨

んでいた姿であった。アメリカの教師を取り巻く

状況の差こそあれ,彼らの発想や工夫が,教師現

場で生かされ,升1内や全米レベルで教師間のネッ

トワークが形成されやすい点をうらやましく感じ

た。

筆者が最も驚いた点は,地理教育振興の目的で

これほど熱心に長期にわたって現職教育に取り組

むアメリカの教育界の熱意である。もちろん,日

本とは比べものにならない財政的援助はあるにせ

よ,アメリカの小~高校,そして近年大学教養3)

レベルにおいてさえも,地理教育の振興に力を入

れてきつつある現状を知るに及び,わが国の状況

は実にお粗末な状態と言わざるを得ない。

資料1に紹介した教師は,ミネソタ州の中学校

教師であるが, 1989~90年度の地理教育コンテス

ト(アメリカンエキスプレス社後援)で入賞した

実績を持った。彼は,今回の研修会でも指導スタッ

フの一員となり,活躍した。こういった官民合わ

せた教師の支援体制は,わが国では余り見られな

いものである。アメリカンエキスプレス社の地理

教育コンテストは,全米ネットのABCテレビで

も流され,極めて著名な教育コンテストの一つと

して定着しつつある。4)

教師の実践の支援する上で,無料の教材・教具

の配布も忘れてはならない。地図教材会社として

有名なランドマクナリー社は,各種の地図下敷き

やポスター,白地図を無料で各校に配布している

し,全米地理学協会でも7名の教育部門スタッフ

を各州に派遣し,研修会の運営や日常の地理教育

振興事業(例えば,博物館などで開かれる地理教

育フェア)のインストラクチャーとしての働きや

各種地理ビデオ教材の貸し出しや全米の小・中学

校をパソコンで結ぶキッズネットワークの開催な

ど,多様な形で,地理教育復興へ努めている。

各州で大きく異なるカリキュラムを持つアメリ

カでは,公民教育や郷土の地理や歴史については

重視してきた歩みがあるが,自国の地理や南北ア

メリカ大陸の地理,そして世界地理レベルの指導

に,大きく出遅れている感じがぬぐえなかった。

しかし,今回の研修会の実績が10年程度,継続さ

れた後には,おそらくアメリカの地理教育レベル
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はかなり向上することだろう。

10年間(1986~95年)に約4000万ドル(55億円)

の巨費を投じる地理教育復興運動をそのまま模倣

することは,わが国において到底できるプロジェ

クトではないが,いくつかの点で,学ぶべきもの

があるように思われる。例えば,今回報告した研

修会のような機会を各県ごとに開けないかどうか?

『地理教育ガイドライソ』に似た共通の目標や学

習する上での共通の概念は打ち出せないかどうか?

日本でも財政的支援をあおぐ民間の地理関係がい

くつかあるので,文部省と共同でシンポジウムを

開いたりや各種教材を積極的に開発できないかど

うか?

もちろん学習指導要領が,いわばわが国の『ガ

イドライソ』であり,その伝達講習会や毎年夏場

に各県の教育センターや教育委員会が行う現職教

育研修会,その下部的組織である市町村や郡レベ

ルの社会科教師の集まりが,再研修の場に相当は

するが,アメリカの場合と比べ,その研修の濃さ

と期間の長さ,研修内容のバラエティ(講義だけ

でない面)の豊富さには,雲泥の差があると言っ

ても言い過ぎではないだろう。

アメリカ国民の国際競争力と自国愛の増加をね

らって地理が強化されつつある背景を考えると,

わが国における状況も決して楽観すべき位置には

ないように思われる。この点については,また別

の機会に述べたいが,地理知識の大規模な調査を

そろそろ実施する時期にきているかもしれない。

V おわりに

夏期研修会を中心に,地理教育復興運動展開の

一端を紹介してきたが,夏休み中の開催にもかか

わらず参加者の和気あいあいの雰囲気と一方で熱

気をも感じる勉学姿勢には驚かされた。資料2に

みられる写真は,全員,緑色の研修会印の入った

ポロシャツをユニフォーム代わりに着用して写っ

ており,研修会の思いでづくりに心にくい配慮を

感じた一コマであった。また,この会には韓国ソ

ウル大出身の高校教師が4名参加(マカレスター

大学にソウルの大学院生が在籍していた関係で)

しており,韓国の地理教育研究の熱の入れ方にも

感心した思いがあった。

全日程,昼食付きでしかも,ほとんど実費を徴

収されない(エクスカーショソを除いて)運営上

の予算の使い方には,実に豊かな印象を感じた次

第である。

注と文献

1)ワシントンにある地理学普及のための協会で

創設100年以上の歴史を有する。初期には北極探

検家やイソカ帝国の史跡調査に後援したり,戦前

~前後を通してナショナルジオグラフィックマガ

ジソ誌を発行し続け,世界の地理情報や自然につ

いての優れた写真を紹介してきた実績を持つ。現

在,ワシソトソ本部ビルでは,1500人が勤務し,

教育セクションはその中の一つの部門に過ぎない。

2)指導スタッフに対して,夏期研修会の運営に

2000ドルが用意されている(約28万円)。

3)大学教養レベルの地理教育改善プラソとして

次の文献が作成されている。 Ruth I Shirey

and Joseph W. Bencloski edited " THE

INTRODUCTORY COURSE IN

GEOGRAPHY FOR THE PRESERVICE

TEACHER" Association of American

Geographers ,1990,101ページ。

4)ほかに,最近では,ピザハットと呼ばれるピ

ザ食品会社が,『ジオリーダー』と呼ばれる冊子

を作り,児童に地理的面白話をどのような教材で

あたえたら良いのかについて解説している。

VI 付録資料

州ごとの地理教員の研修に大きな役割を果たし

ている小冊子『UPDATE』(全米地理学協会発

行,B5判大,約16ページ,2色刷)とミネソタ

州内の地理教師のネットワーク作りに寄与してい
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る[TheGeographyConnection (マカレスター

大学地理学教室内ミネソタ地理教育復興プロジェ

クト事務局発行,B5判大,約11ページ,単色刷)

の2資料の表紙を以下に紹介しておきたい。前者

は,最新の教育界の動向や有能や地理学者や地理

教育論者の紹介,復興運動の州別世話人の住所,

キッズネットワークの情報,文献案内などが想な

目次である。後者のニュースレターは,州内の地

理教育関係会議や行事の案内,有能な地理教師の

実践紹介,教材として使える統計地図などを掲載

している。
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